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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 個別生産的な多種少量生産を目的とする重機械工場の管理並びに設備計画に関して新 しい理
論を導き, この理論を実際の設備計画に応用 した研究結果をまとめたもので, 5 章からなっている｡
第 1章緒言においては, 多種少量生産体系が量産体系と異なる諸点を挙げ, 特に重機械工場における多
種少量生産作業の特長, 経営計画のあり方, 投下資本構成, 立地条件などについて考察を加え, 多種少量
生産重機械工場の設備計画の問題点を指摘 している｡
第 2 章設備計画のO R 的研究はこの論文の基礎となる章で, 多種少量生産の管理機構を解明している｡
すなわち生産機構は, 人間 ･機械設備の総合システムの時間的作動とみなされるから, この過渡的現象と
して多種少量生産の場合におこる諸現象を把返 した｡ まず生産機構が資本と労働および機械設備とからな
り, 更に労働は頭脳的労働と肉体的 (または物理的) 労働に区分されることに着目して, 多種少量生産機
構を時間に関する関数として数学的表現を行ない, 生産機構基礎式を得た｡ この基礎式中には作業加速設
備係数(L), 肉体的生産コス Tl係数(R)および頭脳的労働係数(a)を含んでいるが, これらの係数の具体的計算
法を示 している｡ すなわち, C の算定には工数累計曲線より誘導 した生産速度曲線を用い, またエンジニ
アリング ･エコノミーの考え方よりL の値の制限値を求めることができることを示 している｡ 少量生産で
は生産過程が定常状態ではないことに着目し, 誘導 した生産機構基礎式に対 して電気回路の過渡現象理論










あり, 頭脳的労働作用を導入 した場合の最適設備量を与える計画法を示 し, 実例を挙げてその方法を説明
している｡ また工場管理上, 設備と密接な関係のある組織, 工程管理, 品質管理および原価管理との関係
を説明し, その解決方針を述べている｡
第 4 章 ･多種少量生産工場に関する一般的考察においては, 従来軽視されがちであった土木および建築
工事 ･電気設備 ･運搬設備 ･厚生設備などの諸要素を基本生産設備と均衡を保 って計画すべきであること




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年生産計画が次第に科学的に行なわれるようになり, インダス ト1) アル ･エンジニア 1) ング, オペレ
- ジョンズ ･ l) サーチ, システム工学などの諸手法が適用されている｡ 電気機器, 自動車工業の如き量産
工場に対してはこれまで種々の解析が試みられ, 相当の効果があがっている｡ しかしながら重機械工場に







明することに成功 した｡ そして, この基本式を考察 して重機械工場における受託個別生産体系を電気回路











- - 5 69 --
